
主力3製品は、シェア80％超
溶接装置といえば〈MAC〉ブランド
マツモト機械株式会社
http://www.mac-wels.co.jp/

〝
溶
接
に
便
利
な
機
械
〞を

標
準
化
し
た
マ
ツ
モ
ト
機
械

　
溶
接
が
関
わ
る
現
場
の
大
半
に
は
、

〈
M
A
C
〉ブ
ラ
ン
ド
の
溶
接
装
置
と
周

辺
機
器
が
導
入
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。マ
ツ
モ
ト
機
械
は
、

溶
接
装
置
の
分
野
で
圧
倒
的
か
つ
不
動

の
地
位
を
獲
得
し
て
い
る
。

　
溶
接
装
置
と
は
、溶
接
作
業
を
効
率

化
・
自
動
化
す
る
シ
ス
テ
ム
や
装
置
で
、

い
わ
ば
溶
接
作
業
を
便
利
に
す
る
た
め

の
機
械
で
あ
る
。例
え
ば
溶
接
用
回
転

装
置
の
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ー
で
は
80
%
以
上
、

タ
ン
ク
等
の
溶
接
装
置
タ
ー
ニ
ン
グ
ロ
ー

ル
で
は
75
%
以
上
の
シ
ェ
ア
。直
線
溶
接

装
置
マ
ニ
プ
レ
ー
タ
も
80
%
の
シ
ェ
ア
。そ

こ
に
は
、こ
れ
ら
の
装
置
を
約
50
年
前

に
同
社
が
初
め
て
国
産
で
標
準
化
し
た

と
い
う
背
景
が
あ
る
。当
時
は
汎
用
機

が
な
か
っ
た
た
め
、各
現
場
そ
れ
ぞ
れ
で

作
業
に
見
合
っ
た
装
置
を
独
自
に
製
作

し
て
い
た
。「
現
場
で
必
要
と
さ
れ
る
も

の
を
つ
く
ろ
う
」と
、市
場
を
に
ら
ん
で

い
ち
早
く
標
準
化
に
取
り
組
ん
だ
の
が

マ
ツ
モ
ト
機
械
だ
っ
た
。

ウ
ム
・
ガ
ー
ネ
ッ
ト
）レ
ー
ザ
ー
で
あ
る
。

Y
A
G
レ
ー
ザ
ー
は
従
来
と
く
ら
べ
、

瞬
間
に
溶
接
が
で
き
、ひ
ず
み
や
焼
け

が
少
な
い
。見
た
目
に
は
溶
接
し
た
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
美
し
い
仕
上
が
り
と

な
る
。そ
の
開
発
推
進
の
拠
点
と
な
る

の
が
、独
自
の
機
関
レ
ー
ザ
ー
ラ
ボ
だ
。

シ
ス
テ
ム
導
入
を
検
討
す
る
ユ
ー
ザ
ー
の

た
め
に
、Y
A
G
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
溶

接
・
切
断
テ
ス
ト
や
サ
ン
プ
ル
作
製
を

行
っ
て
い
る
。

　
マ
ツ
モ
ト
機
械
は
、社
員
1
2
0
名
の

う
ち
70
名
が
技
術
者
だ
と
い
う
。機

械
、電
機
、溶
接
の
専
門
技
術
者
達
は
一

人
1
台
専
用
の
3
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
用

し
て
い
る
。ど
こ
ま
で
も「
必
要
と
さ
れ

る
も
の
」を
目
指
す
技
術
集
団
。そ
れ

が
マ
ツ
モ
ト
機
械
で
あ
る
。

　
製
品
の
販
売
・
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
、

グ
ル
ー
プ
企
業
の
マ
ツ
モ
ト
産
業
が
担
っ

た
こ
と
も
シ
ェ
ア
拡
大
を
後
押
し
し
た
。

全
国
ネ
ッ
ト
の
販
売
網
を
通
じ
て
吸
い

上
げ
ら
れ
た
現
場
の
生
の
声
が
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
さ
れ
る
か
ら
だ
。同
社
は
現
場
の

声
に
応
え
て
開
発
・
改
良
し
た
製
品
や

オ
プ
シ
ョ
ン
を
次
々
と
送
り
出
し
た
。結

果
、ユ
ー
ザ
ー
に
支
持
さ
れ
た
製
品
だ
け

が
継
承
さ
れ
、密
度
が
濃
く
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。

次
世
代
溶
接
Y
A
G
レ
ー
ザ
ー
に
も

い
ち
早
く
取
り
組
む
技
術
集
団

　
標
準
化
の
一
方
で
、ユ
ー
ザ
ー
に
合
わ

せ
て
最
適
な
シ
ス
テ
ム
を
組
め
る
こ
と

も
強
み
だ
。例
え
ば
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
な
ら
、数
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー

や
溶
接
機
メ
ー
カ
ー
か
ら
選
択
し
、さ

ら
に
は
安
全
柵
等
の
周
辺
機
器
も
併
せ

て
、目
的
に
合
っ
た
適
格
な
シ
ス
テ
ム
を

完
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
ん
な
同
社
が
、次
世
代
の
溶
接
シ

ス
テ
ム
と
し
て
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
が
Y
A
G（
イ
ッ
ト
リ
ウ
ム
・
ア
ル
ミ
ニ

Company Profile

マツモト機械株式会社

住　所／〒581-0092
 八尾市老原4-153
創　業／昭和36年
設　立／昭和39年2月
資本金／1億5,900万円
従業員／120名
T E L／072-949-4661
F A X／072-948-1528

■主な事業内容
ロボットシステムやレーザー溶
接システム、溶接装置とその
周辺機器および自動機械の
設計と製作

■主な取引先
自動車、造船、建機、製缶、橋
梁、鉄骨、電機、住宅、航空機
分野等のメーカー各社

当社のセールスポイント

これまでも、これからも
ユーザー目線での
ものづくりを。

代表取締役社長
白石 春海さん

溶接という業界は成熟産業であり、
市場も大きくはありません。その中
で大手企業ではコスト面で難しいこ
とも、小回りのきく当社だからこそで
きることとして実績を積み重ね、今
日の厚い信頼をいただいておりま
す。これまでもこれからも、ユーザー
目線でのものづくりこそが当社の使
命です。

社員120名中70名が技術者

YAGレーザー溶接システムを
推進する「レーザーラボ」

大型装置に対応する八尾第二工場
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「優秀公害防止装置」として表彰
環境にやさしく効率化も促進
株式会社櫻製作所
http://www.sakuraseisakusho.co.jp/

食
生
活
の
改
善
に
貢
献
し
た

創
業
商
品「
オ
ン
レ
ー
タ
ー
」

　
櫻
製
作
所
は
、粘
性
体
の
混
合
・
撹

拌
・
反
応
・
熱
交
換
を
行
う
機
械
を
は

じ
め
と
し
て
、独
自
の
ジ
ャ
ン
ル
を
開
拓

し
た
先
端
技
術
を
有
す
る
会
社
で
あ

る
。設
立
当
初
か
ら
、食
品
・
ケ
ミ
カ
ル

関
連
業
界
で
も
需
要
の
高
い「
オ
ン
レ
ー

タ
ー
」は
、2
9
0
0
台
の
納
入
実
績
を

持
つ
。「
オ
ン
レ
ー
タ
ー
」は
、マ
ー
ガ
リ
ン

等
の
粘
度
の
あ
る
も
の
の
撹
拌
や
混
練
、

加
熱
冷
却
等
の
熱
交
換
を
行
う
機
械

で
あ
る
。粘
度
が
高
い
も
の
の
熱
交
換
を

行
う
に
あ
た
っ
て
焦
げ
付
い
た
り
、固

ま
っ
た
り
す
る
の
を
防
ぎ
、効
率
よ
く

熱
交
換
を
行
う
た
め
に
、内
部
を
掻
取

り
な
が
ら
混
ぜ
て
い
く
の
が
特
徴
で
あ

る
。ロ
ー
ル
で
混
練
し
て
い
た
時
代
に
は
、

量
に
も
限
度
が
あ
っ
た
が
、「
オ
ン
レ
ー

タ
ー
」の
開
発
で
連
続
大
量
生
産
も
可

能
に
な
っ
た
。高
い
効
率
化
や
品
質
の
安

定
化
な
ど
で
、食
品
業
界
に
貢
献
し
た
。

　「
オ
ン
レ
ー
タ
ー
」に
原
料
を
注
入
す
る
た

め
の
機
材
と
し
て
生
ま
れ
た
の
が「
S
S
S

ポ
ン
プ
」。吐
出
精
度
が
高
く
±
0
・
5
%
以

く
、取
り
扱
い
し
や
す
い
の
も
利
点
。こ
の

再
利
用
と
い
う
し
く
み
や
環
境
に
も
や

さ
し
い
こ
と
が
評
価
さ
れ
、平
成
4
年

「
第
18
回
優
秀
公
害
防
止
装
置
」と
し
て

表
彰
さ
れ
た
。

　「
ハ
イ
エ
バ
オ
レ
ー
タ
ー
」を
使
用
し
、

味
噌
メ
ー
カ
ー
や
研
究
機
関
な
ど
の
共

同
開
発
に
よ
り
、生
ま
れ
た
の
が
フ
リ
ー

ズ
ド
ラ
イ
の
味
噌
汁
だ
。大
豆
の
煮
汁

（
廃
液
）に
含
ま
れ
た
有
効
成
分
を
抽

出
、再
利
用
し
た
。「
今
後
も
主
力
製
品

の
用
途
が
広
が
る
よ
う
技
術
力
を
も
っ

と
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
せ
ま
す
。変
化

し
て
い
く
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
常
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
、最
先
端
技
術
を
追
求

し
ま
す
」と
井
上
社
長
は
語
る
。

内
の
再
現
性
を
持
つ
。誤
差
が
ほ
ぼ
な
い
定

量
を
守
れ
る
の
で
、よ
り
正
確
な
注
入
が
可

能
。こ
の
様
な
機
械
か
ら「
オ
ン
レ
ー
タ
ー
」

以
外
の
様
々
な
用
途
に
使
用
さ
れ
、

2
2
0
0
0
台
の
納
入
実
績
を
誇
る
。

廃
液
中
の
有
効
成
分
を

再
利
用
で
き
る
エ
コ
製
品

　
長
年
の
研
究
開
発
の
末
、昭
和
54
年

に
完
成
し
た「
ハ
イ
エ
バ
オ
レ
ー
タ
ー
」は
、

処
理
液
を
粉
末
化
、ま
た
は
高
濃
縮
ス

ラ
リ
ー
化
す
る
薄
膜
蒸
発
式
粉
末
化
装

置
だ
。従
来
、工
場
で
出
る
廃
液
に
は
、

有
効
成
分
が
含
ま
れ
た
ま
ま
処
理
さ
れ

て
き
た
。「
ハ
イ
エ
バ
オ
レ
ー
タ
ー
」を
使
う

こ
と
で
、粉
末
状
に
ま
で
濃
縮
し
有
効

成
分
だ
け
を
抽
出
す
る
こ
と
が
実
現
。

例
え
ば
塗
装
廃
液
で
は
、塗
料
が
濃
縮

し
粉
末
化
さ
れ
、溶
剤
だ
け
を
回
収
、再

利
用
で
き
る
。以
前
は
釜
で
行
っ
て
い
た

た
め
、効
率
も
悪
く
粉
状
に
す
る
の
は

不
可
能
だ
っ
た
。自
動
化
す
る
こ
と
で
、

効
率
化
も
計
れ
シ
ン
ナ
ー
の
回
収
率
が

60
％
か
ら
90
％
前
後
に
ま
で
上
が
っ
た
。

ま
た
塗
料
分
は
粉
末
な
の
で
臭
い
も
な

Company Profile

株式会社櫻製作所

住　所／〒532-0022
 大阪市淀川区野中南
 2-7-12
創　業／昭和21年
設　立／昭和27年6月
資本金／3,200万円
従業員／35名
T E L／06-6302-5321
F A X／06-6302-5320

■主な事業内容
産業機械、環境装置のシステ
ムエンジニアリング 等

■主な取引先
食品会社、化学会社、化粧品
会社、プラントエンジニア会
社、薬品会社 等

当社のセールスポイント

失敗を恐れず
徹底的に生かして
あくなきチャレンジを。

社長
井上 理文さん

研究開発をしていく中で、失敗を恐
れないことが大事です。何度か失
敗をしたとしても、その失敗を徹底
的に生かすことが大切。そこから、
オリジナリティと新たなパワーが生
まれます。また、たとえ上手くいって
もうぬぼれず、あたりまえと喜ぶ気
持ちを持つこと。ものづくりに必要
なのは、チャレンジ精神と謙虚な姿
勢です。 「サンプル写真」

●塗装廃液（上・右）
●回収溶剤（上・左）
●塗料粉末（下・右）

ハイエバオレーター

三連オンレーター

ハイエバオレーター全景
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